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免疫蛍抗体法によ るエ ス トロ ゲ ン の 検出

守 隆夫 （東大 ・理 ・動物），鈴木賢英 （亜 細 亜 大 ・

教養 ・生物）， 新井康允，宮川桃 子，水 上 志津子（順

天堂大
・
医

・解剖）

工mmunofluorescent 　 analysis 　of 　 intraceUula1’lo−

calization 　of 　 estrogen

TAKAO 　MORI ，　 YosHIHIDE 　Su7．uKI ，　 YAsuMAsA

ARAI ，　 MOMOKO 　 MIYAKAwA ，　 SHIzuKO 　MIzu ・

KAMI

　細胞内 へ の ス テ ロ イ ドホ ル モ ン の 取込 み を 組織学

的 に 検 出 す るに は ，標識 ス テ ロ イ ドを 投与 し て auto ・

radiography を 作製す る 方法 が あ る が，放射性物質

を使用す る た め の 実験上 の 制 約や，技術 的な 難 し

さ，長 い 露出時間など の 短 所 か ら手軽 に 行 な うこ と

カ｛出来 な い 。し か し最近，免疫蛍光抗体に よ る ス テ

ロ イ ドホ ル モ ソ の 検出法が開発さ れ．簡単 に 短時間

で 結果 を見 る こ と が 叮能に な り，内分泌系に 関係 し

た ガ ソ 細胞 の ホ ル モ γ 受容体 の 有無を 調 べ る た め ，

臨床面で 利用す る 試み が 始 ま っ た 。我 a／tr ス F ラ

ジ オ ール （Es） の 標的 器官 で あ る マ ウ ス の 膣を 用 い

て ，こ の 方法 が 通常の 実験 の 中 で 使用可能 か を検討

し た 。今 回 は 二 つ の 方法 を 比 較検討し た 。 第
一

の 方

法 は E2 を 取込 ま せ た 膣 を凍結切片 に して ．　 E2 抗体

で あ る 抗 Ex−6−BSA 家兎血 清 （Miles社 ， 5 倍稀釈）

と incubate （4 ℃，正時間） し た 後，　 FITC （fluo・

rescein 　 isothiecyanate） 標識抗家兎 IgG 羊血清

くMiies 社 ，25 倍稀釈） と反応 （4 ℃ ，30分） させ

た 、第 二 の 方法 は Es 処 理 さ れ て い な い 膣 の 凍結切

片 を E2−6−BSA （帝 国 臓器製薬 t　 10
−3〜IO−｛M 濃度）

で incubate （4 ℃ ， 1 時間）し た 後，　 FITC 標識抗

BSA 羊血 清 （Miles 社，25倍稀釈） と反応 （4 ℃，

30 分） させ た 。 結果は グ リ セ リ ソ で 封 入 後 蛍 光顕

徹鏡で 観察 した 。 蛍 光は 膣全体に わ た っ て 見 られ．

特 に 上 皮 組 織が他 の 組織 に 比べ て強 く光 っ た 。抗 E3

あ る い は Eg−6−BSA 処理 を せ ず ．　 FITC の み で in・

cubate し て も蛍光 は 見 られ な い し、阻害 実験 と し

て 高濃度 の DES で 前処理す れば 蛍光 が 著 し く減 弱

する こ と か ら j こ の 蛍光 は Es に特異的 なもの と考

え られ る。以 上 の こ と か ら．蛍光抗 体 に よ る エ ス ト

ロ ゲ ソ の 検 出は 動物実験 に も使用出来 る 有用な方法

で あ る と思 わ れ る 。
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魚類の 下垂体 中葉細胞 の 免疫細胞化学

内藤延子． 中井康光 （昭和大 ・医 ・解剖）， 高橋明

義 ， 川 内浩司 （北 里 大 ・水 産）

Immunocytochemical 　sしudy 　 on 　 the　pars 　 inter
’

Inedia 　of 　 fjsh　pituitary

NOBUKO 　 NAITo ，　 YASUMZTSU 　 NAKAI ，
　 AKIYO ・
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　目的 ：　 シ ロ サ ケ 下垂体の ACTH 前駆 ホ ル モ ン

（プ 卩 オ ピ オ コ ル チ ン ： Pro −OPCO ）に 関 して ，川

内 らは シ ロ サ ヶ Pro −OPCO 関連ホ ル モ ン を 系統 的

に 検索 し，主要な構造区分を な す ペ プ チ ドを単離 し

構造 を決定 し て い る 。そ こ で 今回は 1 シ ロ サ ケ Pro−

OPCO の N 端 ペ プ チ ド （NPP
− D お よ び エ ソ ドル

フ ィ ン （EP −　ff＞ の 抗体 を 用 い て ，免疫細胞化学的

に シ ロ サ ケ 下垂体 に お け る こ れ ら ペ プ チ ドホ ル モ ソ

の 産生細胞 を 同定 し， シ ロ サ ケ Pro−OPCO 産 生細

胞に つ い て 検討 し た 。 同時 に ，系統発生学 的 見 地 か

ら，種 々 の 魚類，両生類 ，哺乳類 の 下 垂体に お け る

上 記抗体 と の 免疫 交 叉 姓 に つ い て も検討 し た。

　結果 ： そ 上期 の シ 卩 サ ケ 下垂体に お い て ，NPP −1

抗体 は 前葉 ACTH お よび 中葉の 鉛 ヘ マ ］キ シ リ ソ

（Pb −H ＞陽性細胞と，ま た EP − ll抗体 は 中葉の Pb −

H 陽性細胞 と の み 特異的 に 反応 した 。 従 っ て，NPP

− 1と EP − H が 同時に存在 して い る 中葉 Pb −H 陽性

細胞 で は ．Pro−OPCO が 生産さ れ て い る と考 え ら

れ る 。 ま た ACTH 細胞 に つ い て も NPP − 1 の 存在

す る こ と に よ り Pro−OPCO 産 生 細胞 で あ る 可 能性

が示 唆さ れ た 。 今 回 用 い た EP − II抗体は Met 一エ ン

ヶ フ ァ リ ン お よ び h一β一LP　H と は 交叉 し な い こ と が

RIA で 確認 され て い る の で ，　 ACTH 細胞 が こ の 抗

体と反応 し なか っ た の は Pro −OPCO の プ ロ セ シ ソ

グが 中葉とは 異な り， C 端 ペ プ チ ドが EP − llで な く，

β一LPH で あ る た め と 考 え られ る。ま た 上 記 2 抗体

を用 い た 免疫染色 に お い て ，13種 の 魚類 の 下垂 体で

シ ロ サ ヶ 下垂 体 と 伺 様 の 結果 が 得 られ ，魚類下垂体

で の Pro−OPCO 産生 が 広 く支持 され た。更に ，上

記 2 抗体 は ト ノ サ a ガ エ ル ．マ ウ ス ，ラ ヅ トの 下垂

体 に つ い て も シ ロ サ ケ と同様 の 免疫交叉性 を 示 し

た 。
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